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要旨 

 

稿者が 2010 年から 2012 年までの 2年間滞在したトンガ王国では、1985 年に日本の無償資金

協力でババウ諸島のネイアフ島にババウ・ハイスクールが建設されたことがきっかけとなり、

青年海外協力隊員（日本語教育）が派遣され、日本語教育が開始された。現在では日本人ボラ

ンティアから日本語の指導を受けたトンガ人教師も教壇に立つようになり、日本人ボランティ

アにはトンガ人日本語教師の支援も求められるようになった。しかし、稿者の滞在時期を振り

返ると、トンガ人日本語教師への支援は、日本人ボランティア教師からの一方的な「指導」に

陥ることがあり、トンガ人日本語教師の自律性向上を阻害する要因にもなっていた。 

 本研究では、トンガ人日本語教師が日本人ボランティアに対して持つ依存意識の解消と、ト

ンガ人日本語教師による自律的、主体的な学びを実現するために、中田（2011）の提唱する教

師オートノミーを向上させるための暗示的なアプローチと、留学生へのカウンセリングの手法

の一つである倉地（1992.1994．）のジャーナル・アプローチを参考に、トンガ人日本語教師と

日本人ボランティア間でダイアリー交換を行うことにした。本研究の目的は、授業後に記述し

たダイアリーと、同僚に対してのコメントの中からトンガ人日本語教師の自律性の向上、日本

人ボランティア教師の支援能力の向上、相互理解の深化に関わる要素を明らかにすることであ

り、分析の結果から、トンガ人日本語教師の成長のために、ダイアリー交換がどのような役割

を果たすかを考察する。 

 調査期間は 2015 年 9 月から 2016 年 8 月までの約１年間で、調査 1(2015 年 9 月)のインタ

ビュー調査と、調査 2(2016 年 2 月〜8 月)のダイアリー交換に分類される。調査 1 の研究協力

者は、トンガ王国内で日本語教育が行われている教育機関のうち、日本人ボランティア教師、

トンガ人日本語教師が恊働でクラス運営を行っている 4校 7名である。調査 2 では調査 1の協

力者の中から、A 高校の 2名が調査協力者としてダイアリー交換を行った。 

 調査 1 の分析結果として、日本人ボランティア教師からは日本語教師としての意識と、同僚

であるトンガ人日本語教師への意識を見ることができた。また、トンガ人日本語教師からは、

教師としてのモチベーションと、問題意識、日本人ボランティア教師への意識が明らかになっ

た。両者の意識は多くの共通点が見られたが、意識の共有がされていないため、それぞれの抱

える問題を解決できていないことが明らかになった。調査 2の結果から、ダイアリー交換が果

たした役割として、トンガ人日本語教師の自律性向上のためには、日本人ボランティア教師か

らの直接的な知識を学ぶ場を与えたこと、自己の見直しと視野の拡大を実現していることがわ

かった。日本人ボランティア教師の支援能力向上のためには、トンガ人日本語教師の自律性向

上のためにアドバイジングを行う場を得られたこと等が明らかになった。トンガ人日本語教師

‐日本人ボランティア教師の相互理解の深化のためには、お互いの教授観、問題意識の理解が

進んだことと、双方向的に学びあう立場で協働ができることが明らかになった。今後も相互理

解の深化が進めばトンガ人日本語教師、日本人ボランティアが協働で、現在の問題に立ち向か

えるようになるのではないかと稿者は考える。 
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